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は
じ
め
に

「
伝
統
芸
能
の
伝
承
」
の
「
音
声
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。「
伝

統
芸
能
」
の
音
声
は
、
そ
の
芸
能
が
い
つ
ご
ろ
、
ど
こ
で
始
ま
り
、
ど
こ
で
伝

承
さ
れ
た
の
か
が
現
在
の
あ
り
方
に
関
わ
る
。
伝
統
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、

日
常
で
の
発
音
と
、
伝
承
さ
れ
た
発
音
と
の
乖
離
が
問
題
に
な
る
。
否
、
音
韻

変
化
に
合
わ
せ
て
新
し
い
発
音
で
演
じ
る
方
法
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
乖
離
し
な

い
場
合
も
想
定
で
き
る
。
こ
れ
は
詞
章
に
つ
い
て
、
初
演
の
ま
ま
演
じ
る
の
か
、

時
代
に
合
わ
せ
て
詞
章
を
変
え
て
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
す
る
の
か
と
同
様
の

問
題
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
音
声
面
の
変
更
は
演
者
、
観
客
と
も
気
が
つ
か
な

い
う
ち
に
徐
々
に
進
行
し
、
や
が
て
新
し
い
形
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

よ
し
ん
ば
、
変
化
に
気
が
つ
い
て
古
い
発
音
を
残
そ
う
と
し
て
も
、
謡
に
お
け

る
オ
段
長
音
開
合
の
区
別
の
よ
う
に
、
努
力
虚
し
く
区
別
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
も
の
も
あ
る
。

文
楽
に
お
け
る
伝
承
音
を
考
え
る
上
で
、
具
体
的
な
音
声
が
「
い
つ
」
変

わ
っ
た
の
か
を
特
定
は
し
に
く
い
が
、
義
太
夫
節
の
創
始
の
こ
ろ
か
ら
、
現
代

ま
で
に
何
が
大
阪
で
は
変
わ
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
お
く
。

十
七
世
紀
末
ご
ろ
に
は
、
す
で
に
「
じ
ぢ
ず
づ
」
の
四
つ
仮
名
は
二
つ
仮
名

に
な
り
、
オ
段
長
音
の
開
合
の
区
別
、
ア
ウ
か
ら
の
長
音
と
、
オ
ウ
か
ら
の
長

音
の
区
別
は
な
い
。
撥
音
、
促
音
も
独
立
性
を
持
ち
、
連
声
な
ど
も
起
こ
ら
な

く
な
っ
て
い
た
。
ハ
行
も
現
在
と
同
様
で
、「
フ
」
以
外
は
唇
音
で
は
な
く
な
っ

て
い
た
。
現
代
と
異
な
る
の
は
、
合
拗
音
「
ク
ヮ
」
と
直
音
「
カ
」
と
の
区
別

が
あ
っ
た
点
、「
せ
・
ぜ
」
を
「
シ
ェ
・
ジ
ェ
」
の
よ
う
に
発
音
し
て
い
た
点

で
あ
る
。

体
系
的
な
変
化
以
外
に
は
、
単
語
の
語
形
に
か
か
わ
る
変
化
が
み
ら
れ
る
。

ま
ず
は
、
清
濁
の
問
題
で
あ
る
。「
誰
」
が
「
タ
レ
」
か
ら
「
ダ
レ
」
に
、「
北

浜
」
が
「
キ
タ
バ
マ
」
か
ら
「
キ
タ
ハ
マ
」
に
な
る
な
ど
、
濁
音
化
、
清
音
化

と
い
う
両
方
向
の
変
化
例
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、「
問
屋
」
が
「
ト
イ
ヤ
」
か

ら
「
ト
ン
ヤ
」
に
、「
借
る
」
は
五
段
活
用
か
ら
一
段
活
用
へ
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
促
音
便
「
借
っ
て
」
か
ら
非
音
便
「
借
り
て
」
に
な
る
な
ど
の
個
別

の
変
化
も
あ
る
。

し
か
し
、
先
に
挙
げ
た
義
太
夫
節
創
始
時
に
は
す
で
に
変
化
が
終
了
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
声
な
ど
は
現
行
の
義
太
夫
節
に
も
聞
く
こ
と
が
あ
る
。

十
七
世
紀
末
当
時
す
で
に
使
わ
な
く
な
っ
て
い
た
発
音
を
な
ぜ
取
り
入
れ
、
伝

承
す
る
の
か
。
こ
こ
で
は
義
太
夫
節
の
発
音
に
お
け
る
古
い
音
声
の
現
れ
方
に

つ
い
て
分
析
を
行
い
、
音
声
の
伝
承
を
探
っ
て
み
る
。
人
物
造
型
に
大
き
く
関

文
楽
に
お
け
る
連
声

坂　
　

本　
　

清　
　

恵
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与
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
扱
わ
ず
、
今
回
は
連
声
と
連
声
に
関
係
す
る

発
音
を
中
心
に
考
察
を
行
う
。
し
か
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
以
外
の
古
い
発
音
に
つ

い
て
も
、
伝
承
し
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
な
ぜ
そ
れ
を
使
う
の
か
に
つ
い
て

分
析
す
る
と
、
人
物
造
型
の
た
め
で
あ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

本
稿
で
は
何
が
伝
承
音
な
の
か
、
伝
承
を
ど
う
伝
え
る
べ
き
な
の
か
の
手
掛

か
り
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
『
義
太
夫
選
集
豊
竹
山
城
少
掾
』（
平
成
一
四
年
、

ビ
ク
タ
―
伝
統
文
化
振
興
財
団
）
の
以
下
の
語
り
に
つ
い
て
現
代
語
と
異
な
る

音
声
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
を
概
観
す
る
。
山
城
少
掾
の
語
り
が
、
現
代
の

語
り
の
一
つ
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
音
声

は
一
回
の
も
の
で
あ
り
、
録
音
時
以
外
に
は
他
の
発
音
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能

性
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
こ
れ
を
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
、
義
太
夫
節
録
音
資
料
の

初
期
か
ら
、
現
代
ま
で
の
語
り
ま
で
広
げ
て
検
討
し
て
行
け
れ
ば
と
思
う
。
す

で
に
前
稿
で
取
り
上
げ
た
作
品
も
あ
る
が
、
連
声
関
連
の
ま
と
め
と
し
て
取
り

上
げ
る⑴
。

「
絵
本
太
功
記　

尼
ヶ
崎
の
段
」
昭
和
六
年
十
月
発
売
『
太
十
』
と
略
す
。

「
増
補
忠
臣
蔵　

本
蔵
下
屋
敷
の
段
」
昭
和
九
年
九
月
発
売

�

『
本
下
』
と
略
す
。

「
義
経
千
本
桜　

鮨
屋
の
段
」
昭
和
九
年
三
月
発
売
／

�

昭
和
二
十
九
年
十
月
放
送
『
鮨
屋
』
と
略
す
。

「
御
所
桜
堀
川
夜
討　

弁
慶
上
使
の
段
」
昭
和
八
年
録
音

�

『
御
所
三
』
と
略
す
。

「
一
谷
嫩
軍
記　

熊
谷
陣
屋
の
段
」
昭
和
二
十
七
年
十
月

�

『
陣
屋
』
と
略
す
。

「
源
平
布
引
滝　

実
盛
物
語
の
段
」
昭
和
二
十
八
年
十
月

�

『
実
盛
』
と
略
す
。

「
伊
賀
越
道
中
双
六　

沼
津
の
段
」
昭
和
二
十
九
年
九
月

�

『
沼
津
』
と
略
す
。

「
新
版
歌
祭
文　

野
崎
村
の
段
」
昭
和
五
年
六
月　
『
野
崎
』
と
略
す
。

「
近
頃
河
原
達
引　

堀
川
猿
廻
し
の
段
」
昭
和
七
年
一
月
発
売

�

『
堀
川
』
と
略
す
。

「
艶
容
女
舞
衣　

三
勝
半
七
酒
屋
の
段
」
昭
和
二
十
八
年
四
月

�

『
酒
屋
』
と
略
す
。

用
例
は
「
語
例
（
発
音
）」〈
発
話
者
〉『
作
品
の
略
称
』
出
現
箇
所
（『
義
太

夫
選
集
豊
竹
山
城
少
掾
』
詞
章
の
頁
）
の
順
で
示
す
。
な
お
地
の
文
で
の
用
例

は
〈
地
〉
と
し
た
。

一
　
入
声
音
・
連
声
の
効
果

連
声
は
漢
字
音
に
お
け
る
鼻
音
韻
尾
ｍ
ｎ
、
入
声
韻
尾
ｔ
の
あ
と
に
ア
、
ヤ
、

ワ
行
音
が
続
い
た
場
合
、
マ
、
ナ
、
タ
行
に
変
わ
る
こ
と
を
指
す
が
、
単
語
内

の
現
象
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
の
大
坂
で
は
特
定
語
の
読
み
癖
と
し
て
現
れ
る

だ
け
で
あ
る
。

こ
の
連
声
お
よ
び
、
ｔ
入
声
に
母
音
が
添
加
し
な
い
形
が
、
室
町
末
、
江
戸

前
期
ま
で
は
優
れ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
た⑵
。

『
日
本
大
文
典
』
に
は
、「T

が
先
行
す
る
場
合
の
第
二
則
」
と
し
て
「T

（
ツ
）

又
は
、chi

（
ち
）
の
後
にV

a

（
は
）
が
続
く
場
合
に
は
、V

が
な
い
か
の
や

う
に
、
或
い
は
又
、V

a

（
は
）
がT

a

（
た
）
に
変
る
か
の
や
う
に
、
二
つ
の

T

を
以
て
発
音
さ
れ
る
。
例
へ
ば
、Taixetta

（
タ
イ
シ
ェ
ッ
タ
）Xixetta

（
シ

シ
ェ
ッ
タ
）、Connitta

（
コ
ン
ニ
ッ
タ
）
はT

aixetua

（
大
切
は
）、

X
ixetua

（
師
説
は
）、Connichiua

（
今
日
は
）
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
二
つ
の
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方
法
は
、
両
方
と
も
発
音
さ
れ
得
る
。」
と
あ
る
。
連
声
と
非
連
声
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
非
連
声
の
場
合
、
ｔ
が
「
チ
」
と
な
る
「
今
日
は
（
コ
ン
ニ
チ

ワ
）」
は
母
音
添
加
し
て
い
る
。

ま
た
、『
日
葡
辞
書
』
に
は
、
入
声
音
に
つ
い
て
、「Bechidan

（
別
段
）」

の
項
に
「Betdan
と
言
う
方
が
ま
さ
る
。」、
ま
た
「Itonam

i

」 

の
項
に
「 

Butçuji, M
eliùs , Butjiuo itonam

u

（
仏
事
―
ブ
ツ
ジ
と
い
う
よ
り
も
ブ
ッ

ジ
と
言
う
方
が
ま
さ
る
―
を
営
む
）」
と
あ
る
。
す
で
に
開
音
節
化
し
て
い
る

が
、
母
音
を
添
加
し
な
い
発
音
が
雅
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
連

声
形
、
非
連
声
形
の
ど
ち
ら
に
も
発
音
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
連
声
の

形
も
優
れ
た
語
形
と
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
安
原
貞
室
『
か
た
こ
と
』
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
に
も
、
連
声
を
「
よ

し
」
と
し
た
評
価
が
み
ら
れ
る
。「
又
仁
王
経
（
に
ん
わ
う
き
や
う
）
を
。
に

ん
な
う
き
や
う
と
よ
み
本
院
（
ほ
ん
ゐ
ん
）
を
ほ
ん
に
ん
。
文
屋
康
秀
（
ふ
ん

や
の
や
す
ひ
で
）
を
ふ
ん
に
や
な
ど
ゝ
い
ふ
は
。
連
声
（
れ
ん
じ
や
う
）
と
て

よ
き
こ
と
ば
な
り
。」「
け
ん
よ
な
れ
と
も
連
声
（
れ
ん
じ
や
う
）
に
て
け
ん
に

よ
と
よ
む
が
よ
し
」
以
上
の
よ
う
に
『
か
た
こ
と
』
で
は
撥
音
に
母
音
が
続
く

場
合
の
例
を
挙
げ
て
、
優
れ
た
語
形
と
す
る
。

以
下
、
義
太
夫
節
の
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
連
声
が
現
れ
る
の
か
を
確
認
す

る
。

二
　
撥
音
系
連
声

撥
音
系
の
連
声
は
、
現
代
で
も
撥
音
の
独
立
性
が
低
い
鹿
児
島
方
言
な
ど
で

聞
か
れ
る
現
象
で
は
あ
る
が
、
義
太
夫
節
で
は
撥
音
が
独
立
し
て
発
音
さ
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
現
れ
る
。
時
代
物
と
世
話
物
の
別
、
発
話

者
の
身
分
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
に
よ
っ
て
出
現
の
仕
方
が
異
な
る
こ
と
も
な

い
。
字
音
語
に
限
ら
ず
、
和
語
の
撥
音
に
母
音
が
続
く
場
合
に
も
連
声
の
形
で

現
れ
る
。
丸
本
に
は
記
譜
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
床
本
に
注
記
さ
れ
る
場
合
も

あ
る
よ
う
だ
が
、「
ん
」
に
続
く
「
は
・
を
」
は
「
ナ
・
ノ
」
と
発
音
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う⑶
。

義
太
夫
節
の
隆
盛
期
の
謡
伝
書
で
あ
る
『
音
曲
玉
淵
集
』
享
保
十
二
年
（
一

七
二
七
）
刊
行
を
参
考
に
連
声
を
探
る
こ
と
に
す
る
。『
音
曲
玉
淵
集
』
巻
一
に

は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
用
例
は
略
す
。

一
は
ね
字
よ
り
う
つ
り
や
う
の
事

　
　

訓
の
時
も
是
に
准
し
て
唱
ふ
へ
し

○　

あ　

い　

う　

ゑ　

を

　
　

な｜　

に｜　

ぬ｜　

ね｜　

の｜　

ト
唱
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ヱ
ト
モ

○　

わ　

ゐ　

う　

ゑ　

を

　
　

な｜　

に｜　

ぬ｜　

ね｜　

の｜　

ト
唱
フ

　
　
ヌ
ワ
ト
モ　
　
　
ニ
ヱ
ト
モ

○　

や｜　

 

い｜　

 

ゆ｜　

 

え｜　

 

よ｜

　
　
　
　
　
　
　
　

  

ね
ト
モ

　

  

ニ
ヤ　

ニ 　

ニ
ユ  

ニ
エ  

ニ
ヨ　

ト
唱
フ

連
声
は
字
音
語
内
の
現
象
で
あ
る
が
「
訓
の
時
も
是
に
准
し
て
唱
ふ
へ
し
」

の
と
お
り
、
義
太
夫
節
で
は
、
字
音
語
、
和
語
の
語
末
の
撥
音
か
ら
助
詞
の

「
は
・
を
」
に
続
く
場
合
に
も
み
ら
れ
る
。『
音
曲
玉
淵
集
』
で
は
、「
ゑ
」
が

ア
ワ
行
の
字
と
し
て
扱
わ
れ
、「
お
」
が
な
い
が
、「
エ
」
が
[je]
で
あ
っ
た
こ
と

を
反
映
し
て
「
ネ
」
と
「
ニ
ェ
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
行
が
連
声
し
た
と
き

に
も
拗
音
が
示
さ
れ
て
い
る
。
義
太
夫
節
は
謡
を
音
曲
と
し
て
取
り
込
ん
だ
だ
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け
で
な
く
、
音
声
的
な
影
響
も
大
き
い
の
だ
ろ
う
が
、
義
太
夫
節
で
も
連
声
形

に
拗
音
が
現
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
字
音
語
内
、
字
音
語
か
ら
助
詞
な
ど
に
続
く
場
合
、
接
頭
語
「
お
ん
」

に
続
く
和
語
、
和
語
か
ら
助
詞
に
続
く
場
合
に
分
け
て
用
例
を
整
理
し
て
お
く
。

［
二
―
一
］
字
音
語
内
の
連
声
例

【
連
声
例
】

後
接「
ア
」「
恩
愛（
オ
ン
ナ
イ
）」〈
地
〉『
野
崎
』113
・「
三
悪
道（
サ
ン
ナ
ク
ド
ー
）」

〈
地
〉『
沼
津
』
102

後
接
「
イ
」「
延
引
（
エ
ン
ニ
ン
）」〈
義
経
〉『
陣
屋
』
84
・「
三
位
惟
盛
（
サ

ン
ミ
コ
レ
モ
リ
）」〈
弥
左
衛
門
〉『
鮨
屋
』
59
・「
三
位
惟
盛
（
サ
ン
ミ
コ
レ

モ
リ
）」〈
権
太
〉『
鮨
屋
』
59
・「
三
位
中
将
（
サ
ン
ミ
チ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
）」〈
若

葉
の
内
侍
〉『
鮨
屋
』
57
・「
新
院
（
シ
ン
ニ
ン
）」〈
実
盛
〉『
実
盛
』
90
・「
日

本
一
の
（
ニ
ッ
ポ
ン
ニ
チ
ノ
）」〈
実
盛
〉『
実
盛
』
94

後
接
「
エ
」「
因
縁
（
イ
ン
ネ
ン
）」〈
久
作
〉『
野
崎
』
110
・「
因
縁
（
イ
ン
ネ

ン
）」〈
惟
盛
〉『
鮨
屋
』
61
・「
善
右
衛
門
を
（
ゼ
ン
ネ
モ
ン
オ
）」〈
半
兵
衛
〉

『
酒
屋
』
129
・「
善
右
衛
門
を
（
ゼ
ン
ネ
モ
ン
オ
）」〈
宗
岸
〉『
酒
屋
』
130
・「
善

右
衛
門
を
（
ゼ
ン
ネ
モ
ン
ノ
）」〈
十
内
〉『
酒
屋
』
131
・「
善
右
衛
門
は
（
ゼ

ン
ネ
モ
ン
ナ
）」〈
十
内
〉『
酒
屋
』
131
・「
輪
廻
（
リ
ン
ネ
）」〈
お
園
〉『
酒
屋
』

128
・「
輪
廻
の
（
リ
ン
ネ
ノ
）」〈
地
〉『
太
十
』
41
・「
輪
廻
（
リ
ン
ネ
）」〈
惟

盛
〉『
鮨
屋
』
62

後
接
「
オ
」「
天
王
山
（
テ
ン
ノ
ー
ザ
ン
）」〈
光
秀
〉『
太
十
』
42

【
非
連
声
例
】

後
接
「
エ
」「
三
衣
に
（
サ
ン
エ
ニ
）」〈
地
〉『
太
十
』
42
・「
三
衣
袋
（
サ
ン

エ
ブ
ク
ロ
）」〈
地
〉『
本
下
』
49

後
接
「
ヤ
」「
塩
冶
判
官
（
エ
ン
ヤ
ハ
ン
グ
ヮ
ン
）」〈
番
左
衛
門
〉『
本
下
』
46

連
声
例
は
、
人
名
の
「
善
右
衛
門
」
や
「
三
悪
道
」「
新
院
」「
日
本
一
」
を

除
き
、
連
声
形
が
読
み
と
し
て
定
着
し
て
い
る
語
で
あ
る
。

「
エ
」
に
続
く
場
合
の
連
声
形
に
は
「
ネ
」
の
例
の
み
で
、「
ニ
ェ
」
と
発
音

さ
れ
た
例
は
な
い
。『
音
曲
玉
淵
集
』
で
は
「
輪
廻
」
に
「
リ
ン
ネ　

リ
ン
ニ

エ
ト
モ
」
と
す
る
が
、
拗
音
形
は
現
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
八
世
竹

本
綱
大
夫
の
床
本
を
底
本
と
し
た
『
文
楽
浄
瑠
璃
集
』（
一
九
六
五
年
、
岩
波
書
店
）

の
凡
例
に

梅
王
丸
（
う
め
お
う
ま
る
）・
輪
廻
（
り
ん
ね
）
…
「
ン
め
お
う
ま
る
」「
り

ん
ニ
エ
」
と
発
音
す
る
が
、
次
第
に
使
い
分
け
な
く
な
っ
た
の
で
、
振
仮

名
を
「
ン
め
」「
ニ
エ
」
と
し
な
か
っ
た
。

と
あ
り
、
古
く
は
『
音
曲
玉
淵
集
』
に
あ
る
よ
う
な
拗
音
の
連
声
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
、
直
音
系
の
連
声
に
な
っ
た
の
か
も
確
認
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
現
在
の
能
で
は
、「
ニ
ェ
」
は
宝
生
流
の
連
声
で
し
ば
し
ば

用
い
ら
れ
る
と
い
う
。
伝
統
音
楽
で
は
「
エ
」
に
中
世
頃
の
発
音
で
あ
る
[je]
を

用
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
の
連
声
が
「
ニ
ェ
」
で
あ
る
こ
と
に
不
思
議
は

な
い⑷
。
し
か
し
、
謡
の
場
合
、
他
流
儀
で
出
現
し
な
い
の
は
、「
エ
」
が
[je]
か

ら
[e]
へ
変
化
し
た
こ
と
に
連
動
し
て
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
義
太
夫
節
で
も
同

様
の
変
更
を
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、「
ヤ
」
に
続
く
場
合
に
は
「
塩
冶
」
を
「
エ
ン
ニ
ャ
」
と
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た⑸
。

［
二
―
二
］
字
音
語
＋
助
詞
な
ど
の
連
声
例

【
連
声
例
】

後
接
「
ア
」「
ご
機
嫌
悪
し
い
（
ゴ
キ
ゲ
ン
ナ
シ
イ
）」〈
お
園
〉『
酒
屋
』
129
・「
一
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人
預
か
り
（
イ
チ
ニ
ン
ナ
ズ
カ
リ
）」〈
宗
清
〉『
陣
屋
』
86
・「
感
心
あ
り
（
カ

ン
シ
ン
ナ
リ
）」〈
地
〉『
陣
屋
』
87
・「
御
遺
恨
あ
る
（
ゴ
イ
コ
ン
ナ
ル
）」〈
番

左
衛
門
〉『
本
下
』
48
・「
御
対
面
遊
ば
せ
ば
（
ゴ
タ
イ
メ
ン
ナ
ソ
バ
セ
バ
）」

〈
相
模
〉『
陣
屋
』
83
・「
ご
覧
遊
ば
し
て
（
ゴ
ラ
ン
ナ
ソ
バ
シ
）」〈
相
模
〉『
陣

屋
』
85
・「
仁
な
り
（
あ
り
）（
ジ
ン
ナ
リ
）」〈
地
〉『
本
下
』
50

後
接「
は
」「
葵
御
前
は（
ア
オ
イ
ゴ
ゼ
ン
ナ
）」〈
地
〉『
実
盛
』94
・「
一
旦
は（
イ
ッ

タ
ン
ナ
）」〈
弥
左
衛
門
〉『
鮨
屋
』
59
・「
運
は
（
ウ
ン
ナ
）」〈
光
秀
〉『
太
十
』

42
・「
縁
は
（
エ
ン
ナ
）」〈
久
作
〉『
野
崎
』
112
・「
縁
は
（
エ
ン
ナ
）」〈
地
〉

『
御
所
三
』
68
・「
旧
恩
は
（
キ
ュ
ー
オ
ン
ナ
）」〈
実
盛
〉『
実
盛
』
90
・「
御

恩
は
（
ゴ
オ
ン
ナ
）」〈
お
園
〉『
酒
屋
』
129
・「
三
人
は
（
サ
ン
ニ
ン
ナ
）」〈
地
〉

『
酒
屋
』
128
・「
三
人
は
（
サ
ン
ニ
ン
ナ
）」〈
地
〉『
鮨
屋
』
57
・「
時
分
は
（
ジ

ブ
ン
ナ
）」〈
地
〉『
本
下
』46
・「
四
方
天
は（
シ
ホ
ー
テ
ン
ナ
）」〈
十
次
郎
〉『
太

十
』
41
・「
三
味
線
は
（
シ
ャ
ミ
セ
ン
ナ
）」〈
鳥
辺
山
詞
章
〉『
堀
川
』
116
・「
手

裏
剣
は
（
シ
ュ
リ
ケ
ン
ナ
）」〈
地
〉『
陣
屋
』
85
・「
所
存
は
（
シ
ョ
ゾ
ン
ナ
）」

〈
半
兵
衛
妻
〉『
酒
屋
』
130
・「
善
右
衛
門
は
（
ゼ
ン
ネ
モ
ン
ナ
）」〈
十
内
〉『
酒

屋
』
131
・「
宗
岸
は
（
ソ
ー
ガ
ン
ナ
）」〈
地
〉『
酒
屋
』
126
・「
大
悪
人
は
（
ダ

イ
ア
ク
ニ
ン
ナ
）」〈
井
浪
〉『
本
下
』
48
・「
肉
縁
は
（
ニ
ク
エ
ン
ナ
）」〈
宗

岸
〉『
酒
屋
』
127
・「
日
限
は
（
ニ
チ
ゲ
ン
ナ
）」〈
十
兵
衛
〉『
沼
津
』
100
・「
油

断
は
（
ユ
ダ
ン
ナ
）」〈
弥
左
衛
門
〉『
鮨
屋
』
55
・「
料
簡
は
（
リ
ョ
ー
ケ
ン

ナ
）」〈
花
の
井
〉『
御
所
三
』
66

後
接
「
を
」「
遺
恨
を
（
イ
コ
ン
ノ
）」〈
光
秀
〉『
太
十
』
40
・「
一
献
を
（
イ
ッ

コ
ン
ノ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』
81
・「
縁
を
（
エ
ン
ノ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』

87
・「
縁
を
（
エ
ン
ノ
）」〈
久
作
〉『
野
崎
』
112
・「
縁
を
（
エ
ン
ノ
）」〈
お
染
〉

『
野
崎
』
113
・「
縁
を
（
エ
ン
ノ
）」〈
地
〉『
野
崎
』
113
・「
お
し
ゅ
ん
を
（
オ
シ
ュ

ン
ノ
）」〈
母
〉『
堀
川
』
117
・「
恩
を
（
オ
ン
ノ
）」〈
宗
清
〉『
陣
屋
』
87
・「
恩

を
（
オ
ン
ノ
）」〈
葵
御
前
〉『
実
盛
』
94
・「
恩
を
（
オ
ン
ノ
）」〈
十
兵
衛
〉

『
沼
津
』
101
・
103
・「
木
偏
を
（
キ
ヘ
ン
ノ
）」〈
若
狭
之
助
〉『
本
下
』
48
・「
金

銀
を
（
キ
ン
ギ
ン
ノ
）」〈
番
左
衛
門
〉『
本
下
』
47
・「
金
銀
を
（
キ
ン
ギ
ン

ノ
）」〈
若
狭
之
助
〉『
本
下
』
47
・「
金
銀
を
（
キ
ン
ギ
ン
ノ
）」〈
十
兵
衛
〉『
沼

津
』
101
・「
苦
患
を
（
ク
ゲ
ン
ノ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』
87
・「
厚
恩
を
（
コ
ー

オ
ン
ノ
）」〈
惟
盛
〉『
鮨
屋
』
55
・「
御
恩
を
（
ゴ
オ
ン
ノ
）」〈
弥
左
衛
門
〉『
鮨

屋
』
55
・「
御
恩
を
（
ゴ
オ
ン
ノ
）」〈
半
兵
衛
〉『
酒
屋
』
130
・「
小
き
ん
を

（
コ
キ
ン
ノ
）」〈
地
〉『
酒
屋
』
131
・「
御
前
を
（
ゴ
ゼ
ン
ノ
）」〈
地
〉『
陣
屋
』

85
・「
思
案
を
（
シ
ア
ン
ノ
）」〈
地
〉『
沼
津
』
101
・「
思
案
を
（
シ
ア
ン
ノ
）」

〈
地
〉『
堀
川
』
118
・「
祝
言
を
（
シ
ュ
ー
ゲ
ン
ノ
）」〈
久
作
〉『
野
崎
』
111
・「
主

君
を
（
シ
ュ
ク
ン
ノ
）」〈
祖
母
〉『
太
十
』
39
・「
成
人
を
（
セ
イ
ジ
ン
ノ
）」〈
瀬

尾
〉『
実
盛
』
93
・「
栓
を
（
セ
ン
ノ
）」〈
地
〉『
鮨
屋
』
53
・「
善
右
衛
門
を

（
ゼ
ン
ネ
モ
ン
ノ
）」〈
十
内
〉『
酒
屋
』
131
・「
天
を
（
テ
ン
ノ
）」〈
地
〉『
太

十
』
42
・「
得
心
を
（
ト
ク
シ
ン
ノ
）」〈
久
松
〉『
野
崎
』
109
・「
得
心
を
（
ト

ク
シ
ン
ノ
）」〈
お
し
ゅ
ん
〉『
堀
川
』
118
・「
内
見
は
（
ナ
イ
ケ
ン
ナ
）」〈
熊

谷
〉『
陣
屋
』
84
・「
武
門
を
（
ブ
モ
ン
ノ
）」〈
宗
清
〉『
陣
屋
』
86
・「
扁
を

（
ヘ
ン
ノ
）」〈
若
狭
之
助
〉『
本
下
』
48
・「
法
然
を
（
ホ
ー
ネ
ン
ノ
）」〈
熊
谷
〉

『
陣
屋
』
87
・「
無
心
を
（
ム
シ
ン
ノ
）」〈
権
太
〉『
鮨
屋
』
61
・「
用
金
を
（
ヨ
ー

キ
ン
ノ
）」〈
十
内
〉『
酒
屋
』
131

【
非
連
声
例
】

後
接
「
ヤ
」「
縁
や
（
エ
ン
ヤ
）」〈
地
〉『
太
十
』
38
・「
不
便
や
（
フ
ビ
ン
ヤ
）」

〈
十
次
郎
〉『
太
十
』
38

後
接
「
を
」「
善
右
衛
門
を
（
ゼ
ン
ネ
モ
ン
オ
）」〈
半
兵
衛
〉『
酒
屋
』
129
・「
善

右
衛
門
を
（
ゼ
ン
ネ
モ
ン
オ
）」〈
宗
眼
〉『
酒
屋
』
130

撥
音
に
助
詞
「
は
・
を
」
が
後
接
す
る
と
き
は
、
ほ
ぼ
連
声
で
語
ら
れ
る
。
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例
外
は
、「
善
右
衛
門
を
（
ゼ
ン
ネ
モ
ン
オ
）」
で
あ
る
が
、「
善
右
（
ゼ
ン
ネ
）」

を
連
声
で
発
音
し
た
の
で
忘
れ
た
の
か
。
動
詞
「
あ
そ
ば
す
」「
あ
り
」
に
続

く
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
助
詞
の
「
や
」
に
続
く
と
き
は
、「
字
音
語
＋
助
詞
」

の
場
合
と
同
様
に
「
ニ
ャ
」
の
形
で
は
現
れ
な
い
。

［
二
―
三
］
接
頭
語
「
お
ん
」
＋
和
語
の
連
声
例

【
連
声
例
】

後
接
「
ア
・
ワ
」「
御
諦
め
（
オ
ン
ナ
キ
ラ
メ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』
82
・「
御

諦
め
（
オ
ン
ナ
キ
ラ
メ
）」〈
伝
兵
衛
〉『
堀
川
』
121
・「
御
別
れ
（
オ
ン
ナ
カ

レ
）」〈
宗
清
〉『
陣
屋
』
86

後
接
「
イ
」「
御
出
あ
り
（
オ
ン
ニ
デ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』
81

後
接
「
オ
」「
御
仰
せ
（
オ
ン
ノ
ー
セ
）」〈
本
蔵
〉『
本
下
』
48
・「
御
仰
せ
（
オ

ン
ノ
ー
セ
）」〈
弁
慶
〉『
御
所
三
』
65

【
非
連
声
例
】

後
接
「
ア
」「
御
有
様
（
オ
ン
ア
リ
サ
マ
）」〈
地
〉『
本
下
』
49

後
接「
ユ
」「
御
行
方（
オ
ン
ユ
ク
エ
）」〈
弥
左
衛
門
〉『
鮨
屋
』55
・「
御
許
し（
オ

ン
ユ
ル
シ
）」〈
お
園
〉『
酒
屋
』
129

接
頭
語
に
続
く
母
音
は
お
お
よ
そ
が
連
声
を
起
こ
し
て
い
る
が
、「
ゆ
」
に

続
く
場
合
は
「
ニ
ュ
」
と
は
な
ら
な
い
。

［
二
―
四
］
和
語
＋
助
詞
の
連
声
例

【
連
声
例
】

後
接
「
は
」「
兄
様
は
（
ア
ニ
サ
ン
ナ
）」〈
よ
ね
〉『
沼
津
』
102
・「
久
作
さ
ん

は
（
キ
ュ
ー
サ
ク
サ
ン
ナ
）」〈
お
染
〉『
野
崎
』
107
・「
こ
な
様
は
（
コ
ナ
サ

ン
ナ
）」〈
十
兵
衛
〉『
沼
津
』
101
・「
半
七
様
は
（
ハ
ン
シ
ッ
ツ
ァ
ン
ナ
）」〈
お

園
〉『
酒
屋
』
129

後
接
「
を
」「
母
様
を
（
カ
カ
サ
ン
ノ
）」〈
太
郎
吉
〉『
実
盛
』
91

和
語
の
撥
音
に
助
詞
の
「
は
・
を
」
が
続
く
場
合
も
例
外
な
く
連
声
で
語
ら

れ
る
。

三
　「
チ
・
ツ
」
の
母
音
脱
落

促
音
系
連
声
は
本
来
、
漢
字
音
の
ｔ
入
声
に
母
音
が
続
く
場
合
に
起
こ
る
が
、

「
チ
・
ツ
」
で
終
わ
る
和
語
が
母
音
脱
落
し
、
促
音
化
し
て
母
音
に
続
く
場
合

に
も
現
れ
る
。
こ
れ
が
「
連
声
も
ど
き
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
チ
・

ツ
」
で
終
わ
る
和
語
が
鼻
音
に
続
く
場
合
に
、
促
音
化
あ
る
い
は
鼻
音
化
が
規

則
的
に
現
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
撥
音
系
連
声
と
異
な
り
、
ご
く
稀
に
し
か
聞

く
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
大
変
耳
に
残
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
場
合
、
音
声
に
よ
る
人
物
造
型
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

『
音
曲
玉
淵
集
』
一
に
「
つ
め
字
よ
り
う
つ
り
や
う
の
事
」
と
し
て
記
述
さ

れ
た
ｔ
入
声
で
あ
っ
た
も
の
が
母
音
に
連
接
す
る
場
合
の
促
音
化
、
鼻
音
化
の

説
明
を
、
用
例
を
除
い
て
ま
と
め
る
。
ま
ず
、
母
音
、
半
母
音
に
つ
い
て
は
連

声
を
説
明
す
る
。

○　

あ　

 

い　

 

う　

 

ゑ　

 

を

　
　

た　

 

ち　

 

つ　

 

て　

 

と　

ト
唱
フ

　
　
チ
ヤ
ト
モ　
　
　
　

  

チ
エ
ト
モ

○　

わ
是
モ
た
ニ
通
ス

○　

や　
 

い　

 

ゆ　

 

え　

 

よ

　

 
チ
ヤ　

チ　

チ
ユ　

チ
エ　

チ
ヨ　

ト
唱
フ

「
あ
」
に
続
く
場
合
が
「
タ
」
の
ほ
か
に
「
チ
ャ
」
と
な
る
例
と
し
て
は
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「
一イ

ツ
チ
ヤ
ク握」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
次
項
に
ア
行
に
続
く
場
合
が
タ
行
に
な
る

の
で
は
な
く
、
ナ
行
の
拗
音
に
な
る
解
説
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
半
は
ね
の
心
」

と
あ
る
よ
う
に
促
音
が
鼻
音
的
に
発
音
さ
れ
た
名
残
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
ツ
メ
字
を
呑
み
て
あ
い
う
ゑ
を
へ
移
る
は
半
は
ね
の
心
な
り

○　

あ　

 

い　
 

う　
 

ゑ　

 

を　
　

あ
い
う
ゑ
を
ト

　

 

ヌ
ワ　

ニ　

ヌ
ウ　

ヌ
ヱ　

ヌ
ヲ　

  

な
に
ぬ
ね
の
ト
の
間
に
唱
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
是
は
な
に
ぬ
ね
の
ノ
拗
音
也

　

実ジ
ツ

悪ヌ
ワ
ク
　

生シ
ヤ
ウ
メ
ツ
／
＼
ニ

滅
々
已　

滋シ
ツ

雲ヌ
ウ
ン
　

庵ア
ン
ジ
ツ室
へヌ
エ　

念ネ
ン
ブ
ツ仏
をヌ
ヲ

も

　

  

ア
ク　
　
　
　
　

 

イ　
　

 

ウ
ン

母
音
、
半
母
音
以
外
の
行
に
続
く
場
合
は
、
以
下
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

「
半
濁
に
唱
ふ
唇
ヲ
急
ニ
合
せ
て
は
づ
む
也
」
ハ
行

「
舌
を
巻
て
唱
ふ
」
ラ
行

「
ツ
メ
テ
う
つ
る
」
カ
行
・
サ
行
・
タ
行

「
ツ
メ
字
を
吞
む
」
ガ
行
・
ザ
行
・
ダ
行
・
ナ
行
・
バ
行
・
マ
行

か
つ
て
は
濁
音
の
前
に
鼻
音
が
存
し
た
た
め
、
ナ
行
・
マ
行
を
含
め
、
鼻
音

に
続
く
場
合
に
「
呑
む
」
と
い
う
鼻
に
抜
く
発
音
が
示
さ
れ
る⑹
。

こ
こ
で
は
、
連
声
例
だ
け
で
な
く
、
母
音
添
加
せ
ず
に
発
音
さ
れ
る
可
能
性

の
あ
る
「
ち
・
つ
」
に
つ
い
て
、
字
音
語
、
和
語
の
用
例
を
み
て
い
く
。
字
音

語
に
つ
い
て
は
、
本
来
入
声
音
で
あ
っ
て
も
、
各
作
品
の
初
演
当
時
の
大
坂
で

は
母
音
添
加
の
形
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
む
し
ろ
母
音
脱
落
と
す
る
ほ
う

が
適
切
で
あ
る
が
、
分
類
に
あ
た
っ
て
は
字
音
語
の
場
合
に
は
、
母
音
の
添
加
、

無
添
加
を
用
い
る
。

『
音
曲
玉
淵
集
』
で
「
ツ
メ
テ
う
つ
る
」
と
さ
れ
る
無
声
子
音
「
カ
・
サ
・

タ
・
ハ
」
行
に
続
き
促
音
化
す
る
字
音
語
内
の
例
は
現
代
で
も
同
様
に
発
音
さ

れ
る
の
で
取
り
挙
げ
な
い
。
有
声
子
音
「
ラ
・
ガ
・
ザ
・
ダ
・
ナ
・
バ
・
マ
」

行
に
続
く
場
合
を
取
り
挙
げ
る
。

［
三
―
一
］
字
音
語
内

【
母
音
無
添
加
例
】
即
滅
無
量
罪
（
ソ
ク
メ
ッ
ム
リ
ョ
ー
ザ
イ
）」〈
熊
谷
〉『
陣

屋
』
87

【
母
音
添
加
例
】「
出
陣
（
シ
ュ
ツ
ジ
ン
）」〈
祖
母
〉『
太
十
』
39
・「
出
陣
の
（
シ
ュ

ツ
ジ
ン
ノ
）」〈
地
〉『
陣
屋
』
86
・「
成
仏
成
仏
（
ジ
ョ
ー
ブ
ツ
ジ
ョ
ー
ブ
ッ
）」

〈
平
作
〉『
沼
津
』
104

　

母
音
を
添
加
し
た
例
が
、現
代
語
と
同
じ
発
音
で
あ
る
。「
出
陣
」
は
「
シ
ュ

ツ
ジ
ン
」
と
あ
り
、
も
と
も
と
の
入
声
韻
尾
に
母
音
「
ウ
」
が
添
加
し
、
現
代

語
と
同
じ
発
音
で
語
ら
れ
る
。「
出
陣
」は『
日
葡
辞
書
』に「X

utgin

」と
あ
り
、

『
音
曲
玉
淵
集
』
に
も
「
呑
」
例
と
し
て
「
出
陳
（
シ
ユ
ツ
ヂ
ン
）」
を
挙
げ
て

い
る
。「
シ
ュ
ッ
ジ
ン
」
で
語
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
が
、
古
い
発
音

を
用
い
な
い
例
で
あ
る
。

［
三
―
二
］
字
音
語
＋
助
詞
な
ど
の
促
音
化
・
鼻
音
化

【
母
音
無
添
加
例
】

後
接
「
ト
」「
成
仏
と
（
ジ
ョ
ー
ブ
ッ
ト
）」〈
平
作
〉『
沼
津
』
101

後
接
「
ノ
」「
英
傑
の
（
エ
イ
ケ
ッ
ノ
）」〈
光
秀
〉『
太
十
』
40
・「
執
筆
の
（
シ
ュ

ヒ
ッ
ノ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』
84

【
母
音
無
添
加
連
声
例
】

後
接
「
は
」「
今
日
は
（
コ
ン
ニ
ッ
タ
）」〈
番
左
衛
門
〉『
本
下
』
46

後
接「
を
」「
時
日
を（
ジ
ジ
ッ
ト
）」〈
久
吉
〉『
太
十
』42
・「
秘
術
を（
ヒ
ジ
ュ
ッ

ト
）」〈
久
吉
〉『
太
十
』
42



― ―48

【
母
音
添
加
例
】

後
接
「
ガ
・
ゴ
」「
骨
柄
（
コ
ツ
ガ
ラ
）」〈
地
〉『
太
十
』
42
・「
乙
声
（
オ
ツ
ゴ
エ
）」

〈
地
〉『
鮨
屋
』
54

後
接
「
シ
」「
紛
失
し
た
（
フ
ン
ジ
ツ
シ
タ
）」〈
所
の
者
〉『
実
盛
』
91

後
接
「
デ
」「
一
徹
で
（
イ
ッ
テ
ツ
デ
）」〈
お
園
〉『
酒
屋
』
126
・「
命
日
で
（
メ

イ
ニ
チ
デ
）」〈
平
作
〉『
沼
津
』
99

後
接
「
ト
」「
餞
別
と
（
セ
ン
ベ
ツ
ト
）」〈
地
〉『
本
下
』
49

後
接
「
ナ
」「
大
切
な
い
（
タ
イ
セ
ツ
ナ
イ
）」〈
十
兵
衛
〉『
沼
津
』
99
・「
大

切
な
ら
（
タ
イ
セ
ツ
ナ
ラ
）」〈
十
兵
衛
〉『
沼
津
』
103
・「
偏
屈
な
（
ヘ
ン
ク

ツ
ナ
）」〈
半
兵
衛
妻
〉『
酒
屋
』
126
・「
利
発
な
（
リ
ハ
ツ
ナ
）」〈
十
兵
衛
〉『
沼

津
』
99

後
接
「
ニ
」「
御
親
切
に
（
ゴ
シ
ン
セ
ツ
ニ
）」〈
平
作
〉『
沼
津
』
100
・「
大
切

に
（
タ
イ
セ
ツ
ニ
）」〈
義
経
〉『
陣
屋
』
86

後
接
「
ノ
」「
講
説
の
（
コ
ー
セ
ツ
ノ
）」〈
若
狭
之
助
〉『
本
下
』
50
・「
後
日

の
（
ゴ
ニ
チ
ノ
）」〈
番
左
衛
門
〉『
本
下
』
48
・「
今
日
の
（
コ
ン
ニ
チ
ノ
）」

〈
実
盛
〉『
実
盛
』
90
・「
天
罰
の
（
テ
ン
バ
ツ
ノ
）」〈
祖
母
〉『
太
十
』
40
・「
鉢

の
（
ハ
チ
ノ
）」〈
半
兵
衛
〉『
酒
屋
』
126

後
接
「
は
」「
時
節
は
（
ジ
セ
ツ
ワ
）」〈
番
左
衛
門
〉『
本
下
』
45
・「
第
一
は
（
ダ

イ
イ
チ
ワ
）」〈
地
〉『
野
崎
』
107
・「
荷
物
は
（
ニ
モ
ツ
ワ
）」〈
地
〉『
沼
津
』

101
後
接
「
モ
」「
挨
拶
も
（
ア
イ
サ
ツ
モ
）」〈
地
〉『
野
崎
』
107
・「
時
節
も
（
ジ

セ
ツ
モ
）」〈
権
太
〉『
鮨
屋
』
61

後
接
「
ヤ
」「
一
日
や
（
イ
チ
ニ
チ
ヤ
）」〈
お
よ
ね
〉『
沼
津
』
99

後
接
「
を
」「
念
仏
を
（
ネ
ン
ブ
ツ
オ
）」〈
十
兵
衛
〉『
沼
津
』
104
・「
今
日
を
（
コ

ン
ニ
チ
オ
）」〈
弥
左
衛
門
〉『
鮨
屋
』
56

『
日
葡
辞
書
』
で
は
以
上
の
例
の
う
ち
「
チ
」
で
終
わ
る
「
命
日
・
今
日
・

後
日
・
鉢
・
第
一
」
は
母
音
が
添
加
し
て
い
る
が
、「
ツ
」
で
終
わ
る
「
骨
柄
・

紛
失
・
利
発
・
親
切
・
大
切
・
天
罰
・
挨
拶
・
時
節
・
念
仏
」
な
ど
は
母
音
が

添
加
し
な
い
形
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

義
太
夫
節
の
場
合
、
用
例
は
少
な
い
が
「
ツ
・
チ
」
と
も
に
母
音
が
脱
落
し
、

助
詞
の
「
と
」
に
続
く
場
合
は
促
音
と
し
て
の
発
音
に
な
り
、「
の
」
に
続
く

場
合
は
同
じ
促
音
で
あ
っ
て
も
、
謡
曲
の
「
吞
む
」
に
近
い
鼻
音
化
し
た
発
音

に
聞
こ
え
る
。
し
か
し
、
同
様
の
条
件
で
も
促
音
化
、
鼻
音
化
し
な
い
例
の
方

が
圧
倒
的
に
多
い
。

「
今
日
は
（
コ
ン
ニ
ン
ッ
タ
）」
に
つ
い
て
は
、『
音
曲
玉
淵
集
』
に
も
こ
の

用
例
が
み
ら
れ
る
。

○
は
も
わ
と
ヨ
ム
所
ニ
テ
ハ
た
ト
唱
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今コ
ン
ニ
ツ
タ

日
者

義
太
夫
節
に
お
い
て
は
、「
今
日
は
」
を
「
コ
ン
ニ
ッ
タ
」
で
語
る
の
は
特

別
な
場
合
で
あ
る
。
義
太
夫
節
で
は
「
今
日
」
に
助
詞
「
の
・
を
」
が
後
接
し

て
も
「
コ
ン
ニ
ッ
ノ
」「
コ
ン
ニ
ッ
ト
」
と
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
は
、「
今
日
」

単
独
で
「
コ
ン
ニ
ッ
」
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、「
コ
ン
ニ
ッ
タ
」
と
い
う
語

形
で
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

連
声
例
も
わ
ず
か
で
、
母
音
を
添
加
せ
ず
に
促
音
、
鼻
音
で
語
る
か
ど
う
か
、

連
声
が
使
わ
れ
る
か
ど
う
か
、
音
環
境
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
ど
ん
な
属
性
の

人
物
か
、
ど
ん
な
場
面
な
の
か
に
よ
る
。
母
音
無
添
加
、
連
声
は
女
性
が
使
う

こ
と
は
な
い
。
侍
が
使
う
例
が
ほ
と
ん
ど
で
、
使
用
も
緊
迫
し
た
場
面
、
格
式

張
っ
た
場
面
、
威
張
っ
て
み
せ
る
よ
う
な
場
面
で
使
わ
れ
る
。

連
声
例
の
う
ち
仏
教
用
語
は
侍
以
外
で
も
使
用
す
る
が
、
他
は
侍
の
使
用
で
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あ
る
。
字
音
語
の
連
声
は
『
本
下
』
で
〈
番
左
衛
門
〉、『
太
十
』
で
〈
久
吉
〉

の
語
り
に
出
現
す
る
。〈
番
右
衛
門
〉
は
「
今
日
は
（
コ
ン
ニ
ッ
タ
）」
以
外
の

「
時
節
（
ジ
セ
ツ
ワ
）」「
後
日
の
（
ゴ
ニ
チ
ノ
）」
で
は
連
声
や
母
音
脱
落
が
お

こ
ら
な
い
。〈
久
吉
〉
の
場
合
は
、〈
光
秀
〉
に
対
峙
し
た
と
き
に
「「
時
日
を
（
ジ

ジ
ッ
ト
）」「
秘
術
を
（
ヒ
ジ
ュ
ッ
ト
）」
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
堅
苦
し
い
場

面
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

［
三
―
三
］
字
音
語
の
語
末

【
母
音
無
添
加
例
】「
貞
節
（
テ
イ
セ
ッ
）」〈
地
〉『
御
所
三
』
69

【
母
音
添
加
例
】「
一
念
弥
陀
仏
（
イ
チ
ネ
ン
ミ
ダ
ブ
ツ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』

87
・「
一
物（
イ
チ
モ
ツ
）」〈
地
〉『
沼
津
』101
・「
一
徹（
イ
ッ
テ
ツ
）」〈
地
〉『
実
盛
』

90
・「
軍
卒
（
グ
ン
ソ
ツ
）」〈
十
次
郎
〉『
太
十
』
40
・「
軍
卒
（
グ
ン
ソ
ツ
）」

〈
地
〉『
太
十
』
42
・「
御
挨
拶
（
ゴ
ア
イ
サ
ツ
）」〈
実
盛
〉『
実
盛
』
90
・「
今

日
（
コ
ン
ニ
チ
）」〈
若
狭
之
助
〉『
本
下
』
49
・「
正
月
（
シ
ョ
ー
ガ
チ
）」〈
お

染
母
〉『
野
崎
』
113
・「
真
実
（
シ
ン
ジ
ツ
）」〈
地
〉『
野
崎
』
110
・「
大
切
（
タ

イ
セ
ツ
）」〈
十
兵
衛
〉『
沼
津
』
103
・「
南
無
阿
弥
陀
仏
（
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
）」

〈
お
染
〉『
野
崎
』
112
・「
分
別
（
フ
ン
ベ
ツ
）」〈
権
太
〉『
鮨
屋
』
59

字
音
語
の
語
末
が
、
母
音
添
加
な
し
の
形
で
、
母
音
の
無
声
化
の
よ
う
に
発

音
さ
れ
る
の
は
「
貞
節
（
テ
イ
セ
ッ
）」
の
一
例
で
、
他
は
本
来
の
入
声
韻
尾

に
母
音
を
添
加
し
た
形
で
出
現
し
て
い
る
。

［
三
―
四
］
和
語
の
母
音
脱
落

促
音
系
連
声
は
、
和
語
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
現
象
は
義
太
夫
節
特
有
の
も

の
で
は
な
く
、
現
行
の
謡
に
も
現
れ
、
謡
伝
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
謡
伝
書

に
お
い
て
の
促
音
系
の
「
連
声
も
ど
き
」
を
み
る
と
、
ま
ず
は
和
語
の
う
ち

「
チ
・
ツ
」
で
終
わ
る
音
節
が
母
音
を
脱
落
し
、
[t]
で
発
音
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、『
音
曲
玉
淵
集
』
一
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

一
訓
の
つ
文
字
は
専
直
に
唱
ふ
又
ツ
ム
ル
ハ
有
吞
て
移
は
た
ま
〳
〵
有

也
本
来
な
ら
ば
、
訓
の
「
つ
」
は
そ
の
ま
ま
発
音
さ
れ
る
の
に
、「
つ
め
て
」

促
音
化
し
た
り
、
た
ま
た
ま
鼻
音
的
に
「
吞
」
ん
で
発
音
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
る
と
し
て
い
る
。
訓
読
み
で
「
つ
」
を
含
む
語
の
発
音
を
四
種
類
に
分
類

し
て
い
る
が
、「
つ
」
が
母
音
を
脱
落
さ
せ
る
場
合
と
さ
せ
な
い
場
合
に
わ
か

れ
る
。
以
下
、『
音
曲
玉
淵
集
』
の
四
分
類
に
つ
い
て
用
例
を
確
認
す
る
。

１
、「
ま
つ
（
松
・
待
）・
義
経
（
ヨ
シ
ツ
ネ
）・
経
正
（
ツ
ネ
マ
サ
）・
礒
打
（
イ

ソ
ウ
ツ
）・
勝
色
（
カ
ツ
イ
ロ
）・
何
（
イ
ツ
）・
朽
（
ク
ツ
ル
）・
初
音
（
ハ
ツ

ネ
）・
三
（
ミ
ツ
）・
四
（
ヨ
ツ
）・
日
嗣
（
ヒ
ツ
キ
）・
落
（
オ
ツ
ル
）」『
音
曲

玉
淵
集
』に
つ
い
て
、「
ケ
様
の
た
く
ひ
は
直
に
唱
ふ
」と
あ
る
。
こ
れ
ら
は「
直

に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
文
字
の
と
お
り
に
促
音
化
す
る
こ
と
な
く
発
音
す
る
と

い
う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
別
項
で
次
の
よ
う
に
も
記
述
す
る
。

一
訓ヨ
ミ

の
内
な
に
ぬ
ね
の
へ
う
つ
る
前
の
つ
の
仮
名
吞
や
う
に

　

聞
え
ぬ
や
う
に
い
ふ
へ
し

　

〇
姑 

い
つ〇

な
れ　
　
　
　
　
　
高
野　

や
つ〇

の
谷
に

　
　
摂 

の
り
つ〇

ね　
　
　
　
　
　
　
　
　

松〇に

鼻
音
で
あ
る
ナ
行
音
に
「
つ
」
が
続
く
と
き
に
は
、「
つ
」
が
「
吞
」
の
よ

う
な
鼻
的
促
音
で
実
現
し
な
い
よ
う
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
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【
母
音
脱
落
連
声
例
】

後
接
「
は
」「
命
は
（
イ
ノ
ッ
タ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』
81
・「
命
は
（
イ
ノ
ッ
タ
）」

〈
太
郎
〉『
御
所
三
』
66
・「
命
は
（
イ
ノ
ッ
タ
）」〈
梶
原
〉『
鮨
屋
』
59
・「
内

は
（
ウ
ッ
タ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』
84
・「
後
は
（
ノ
ッ
タ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』

84
・「
後
は
（
ノ
ッ
タ
）」〈
義
経
〉『
陣
屋
』
85

後
接
「
を
」「
命
を
（
イ
ノ
ッ
ト
）」〈
若
狭
之
助
〉『
本
下
』
48
・「
命
を
（
イ
ノ
ッ

ト
）」〈
地
（
本
蔵
）〉『
本
下
』
49

【
母
音
非
脱
落
例
】

後
接
「
カ
・
ガ
」「
命
が
（
イ
ノ
チ
ガ
）」〈
十
兵
衛
〉『
沼
津
』
103
・「
久
松
が
（
ヒ

サ
マ
ツ
ガ
）」〈
地
〉『
野
崎
』
107
・「
命
が
（
イ
ノ
チ
ガ
）」〈
お
み
つ
〉『
野
崎
』

111
・「
松
ケ
枝
（
マ
ツ
ガ
エ
）」〈
地
〉『
太
十
』
41
・「
松
影
（
マ
ツ
カ
ゲ
）」〈
地
〉

『
沼
津
』
98

後
接
「
グ
」「
命
ぐ
ら
い
（
イ
ノ
チ
グ
ラ
イ
）」〈
権
太
〉『
鮨
屋
』
59

後
接
「
ト
」「
久
松
と
（
ヒ
サ
マ
ツ
ト
）」〈
お
染
〉『
野
崎
』
107

後
接
「
ニ
」「
命
に
（
イ
ノ
チ
ニ
）」〈
久
松
〉『
野
崎
』
109
・「
内
に
（
ウ
チ
ニ
）」〈
権

太
〉『
鮨
屋
』
61
・「
内
に
（
ウ
チ
ニ
）」〈
地
〉『
沼
津
』
99
・「
内
に
（
ウ
チ
ニ
）」

〈
十
兵
衛
〉『
沼
津
』
103
・「
久
松
に
（
ヒ
サ
マ
ツ
ニ
）」〈
お
染
〉『
野
崎
』
107

後
接「
ネ
」「
義
経（
ヨ
シ
ツ
ネ
）」〈
義
経
〉『
陣
屋
』83
・「
義
経（
ヨ
シ
ツ
ネ
）」〈
地
〉

『
陣
屋
』
84
・「
義
経
公
（
ヨ
シ
ツ
ネ
コ
ウ
）」〈
花
の
井
〉『
御
所
三
』
66

後
接
「
ノ
」「
命
の
（
イ
ノ
チ
ノ
）」〈
お
し
ゅ
ん
〉『
堀
川
』
121
・「
命
の
（
イ

ノ
チ
ノ
）」〈
半
兵
衛
妻
〉『
酒
屋
』
131
・「
内
の
（
ウ
チ
ノ
）」〈
義
経
〉『
陣
屋
』

86
後
接
「
は
」「
命
は
（
イ
ノ
チ
ワ
）」〈
権
太
〉『
鮨
屋
』
59
・「
内
は
（
ウ
チ
ワ
）」

〈
弥
左
衛
門
〉『
鮨
屋
』
62
・「
後
は
（
ノ
チ
ワ
）」〈
権
太
〉『
鮨
屋
』
62

後
接
「
へ
」「
内
へ
（
ウ
チ
エ
）」〈
お
み
つ
〉『
野
崎
』
107

高
接
「
ヤ
」「
命
や
（
イ
ノ
チ
ヤ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』
82
・「
内
や
（
ウ
チ
ヤ
）」

〈
義
経
〉『
陣
屋
』
62

後
接
「
を
」「
命
を
（
イ
ノ
チ
オ
）」〈
地
〉『
沼
津
』
104
・「
命
を
（
イ
ノ
チ
オ
）」

〈
権
太
〉『
鮨
屋
』
61
・
62

後
接
な
し
「
命
（
イ
ノ
チ
）」〈
梶
原
〉『
鮨
屋
』
59
・「
命
（
イ
ノ
チ
）」〈
惟
盛
〉

『
鮨
屋
』
62
・「
命
（
イ
ノ
チ
）」〈
久
作
〉『
野
崎
』
111
・「
命
（
イ
ノ
チ
）」〈
地
〉

『
酒
屋
』
127
・「
此
奴
（
コ
イ
ツ
）」〈
梶
原
〉『
鮨
屋
』
58

『
音
曲
玉
淵
集
』
に
掲
げ
ら
れ
た
「
義
経
」「
初
音
」
に
つ
い
て
は
、「
ツ
」

の
後
接
が
「
ネ
」
と
い
う
鼻
音
で
あ
り
、「
呑
」
ん
で
発
音
す
る
３
に
注
記
さ

れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
今
回
の
資
料
に
は
例
が
な
い
が
、「
初
音
」
に

つ
い
て
は
、『
義
経
千
本
桜
』「
河
連
法
眼
館
の
段
」
に
「
初
音
の
鼓
」
を
「
ハ
ッ

ネ
ノ
ツ
ズ
ミ
」
の
よ
う
に
「
ツ
」
の
母
音
脱
落
し
た
例
が
聴
か
れ
、
さ
ら
に
「
呑

む
」
発
音
が
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る⑺
。
こ
の
段
に
は
「
狐
」
に
も
「
呑
む
」
発

音
が
聞
か
れ
る
。

義
太
夫
節
の
促
音
系
連
声
は
母
音
が
脱
落
し
、
連
声
の
形
に
な
る
の
で
あ
る

が
、「
命
は
（
イ
ノ
ッ
タ
）」「
命
を
（
イ
ノ
ッ
ト
）」「
後
は
（
ノ
ッ
タ
）」
の
よ

う
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
字
音
語
と
異
な
り
、「
チ
」
の
母
音
が
脱
落
し

た
例
で
あ
る
。「
命
の
」
の
よ
う
に
鼻
音
に
続
く
場
合
に
は
母
音
を
脱
落
さ
せ

て
「
イ
ノ
ッ
ノ
」
の
よ
う
な
「
吞
む
」
例
に
な
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
そ

う
は
な
ら
な
い
。

連
声
の
使
用
者
は
『
陣
屋
』〈
義
経
〉
が
「
後
は
（
ノ
ッ
タ
）」、〈
熊
谷
〉
が

「
命
は
（
イ
ノ
ッ
タ
）」「
内
は
（
ウ
ッ
タ
）」「
後
は
（
ノ
ッ
タ
）」
で
あ
る
が
、

我
が
子
小
次
郎
の
落
命
を
話
す
と
き
に
は
、「
命
や
捨
て
ん
」
は
「
イ
ノ
チ
ヤ

ス
テ
ン
」
と
非
連
声
形
で
あ
る
。『
御
所
三
』〈
太
郎
〉
が
「
命
は
（
イ
ノ
ッ
タ
）」

で
あ
る
。『
鮨
屋
』
の
〈
梶
原
〉「
命
は
（
イ
ノ
ッ
タ
）」、『
本
下
』
の
〈
若
狭
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之
助
〉
と
〈
地
（
本
蔵
）〉「
命
を
（
イ
ノ
ッ
ト
）」
で
出
現
す
る
。
和
語
の
場
合
、

極
少
数
の
語
が
連
声
形
で
使
わ
れ
て
い
る
。

『
陣
屋
』〈
熊
谷
〉
の
例
に
つ
い
て
は
四
世
津
大
夫
は

「
命
は
な
き
物
」
は
、
は
っ
き
り
「
い
の
ち
わ
」
と
は
言
わ
ず
に
、「
い
の
っ

た
な
き
も
の
」
と
、
吞
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
の
熊
谷
の
心
境
は
、
と

て
も
複
雑
な
ん
で
す
よ
ね
。

の
よ
う
に
「
吞
む
」
と
い
う
術
語
を
使
い
、
心
境
に
よ
る
語
り
方
で
あ
る
と
い

う
解
釈
を
し
て
い
る
。

『
鮨
屋
』〈
梶
原
〉
に
つ
い
て
も

「
親
の
命
は
と
ら
れ
て
も
」
と
言
い
ま
す
所
の
「
命
は
」
は
、「
い
の
っ
た
」

と
申
し
ま
す
。
も
し
、「
今
日
は
」
と
あ
り
ま
し
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
「
こ

ん
に
っ
た
」
と
申
し
ま
す
ね
。
謡
曲
な
ん
か
で
は
、
こ
う
い
っ
た
言
い
か

た
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
け
ど
、「
さ
む
ら
い
こ
と
ば
」
の
つ
も
り
な
ん
で

し
ょ
う
か
ね
。

と
促
音
系
連
声
を
「
さ
む
ら
い
こ
と
ば
」
で
は
な
い
か
と
す
る⑻
。

用
例
を
み
る
と
、
同
じ
人
物
で
も
、
促
音
系
連
声
が
起
こ
る
場
合
と
起
こ
ら

な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
の
使
用
に
は
心
情
的
、
場
面
的
条
件
が
加
わ
る
の
で
あ

ろ
う
。

２
、「
謹
（
ツ
ヽ
シ
ン
デ
）・
剰
（
ア
マ
ツ
サ
ヘ
）・
討
立
（
ウ
ツ
タ
テ
）・
つ
つ
立
・

は
つ
た
と
・
能
引
（
ヨ
ツ
ヒ
キ
）・
訴
（
ウ
ツ
タ
ヘ
）・
打
ツ
て
・
取
ツ
て
・
成

ツ
て
」『
音
曲
玉
淵
集
』
に
つ
い
て
「
か
や
う
の
た
く
ひ
は
ツ
ム
ル
」
と
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
促
音
便
で
あ
る
。

【
促
音
便
例
】

「
剰
え
（
ア
マ
ッ
サ
エ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』
81
・「
云
つ
は
（
イ
ッ
パ
）」〈
熊

谷
〉『
陣
屋
』
81
・「
云
つ
ぱ
（
イ
ッ
パ
）」〈
弁
慶
〉『
御
所
三
』
65
・「
尋
ね

て
（
タ
ッ
ネ
テ
）」〈
九
郎
助
〉『
実
盛
』
92
・「
尋
ね
て
（
タ
ッ
ネ
テ
）」〈
平

作
〉『
沼
津
』
102
・「
尋
ね
て
（
タ
ッ
ネ
テ
）」〈
弥
左
衛
門
〉『
鮨
屋
』
61
・「
尋

ね
ら
れ
（
タ
ッ
ネ
ラ
レ
）」〈
弥
左
衛
門
〉『
鮨
屋
』
61
・「
謹
ん
で
（
ツ
ッ
シ

ン
デ
）」〈
地
〉『
陣
屋
』
84
・「
引
組
（
ヒ
ッ
ク
ン
デ
）」〈
弁
慶
〉『
御
所
三
』

65
・「
引
添
（
ヒ
ッ
ソ
ウ
）」〈
弁
慶
〉『
御
所
三
』
65
・「
一
討
と
（
ヒ
ト
ウ
ッ

ト
）」〈
地
〉『
太
十
』
39

用
例
は
一
般
的
な
促
音
便
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
。「
剰
」
は
「
あ
ま
り
さ

へ
」
が
促
音
便
化
し
「
あ
ま
っ
さ
え
」
に
な
っ
た
も
の
で
、『
天
草
版
平
家
物
語
』

に
「am

assaye

」
の
例
が
み
ら
れ
、
現
代
ま
で
に
「
あ
ま
つ
さ
え
」
に
変
化

し
た
も
の
で
あ
る
。〈
熊
谷
〉
の
語
り
に
例
が
み
ら
れ
る
。「
謹
」
は
現
代
「
つ

つ
し
ん
で
」
と
文
字
ど
お
り
に
発
音
す
る
が
、
中
世
は
『
日
本
大
文
典
』
に

「T
çuxxinde

」、『
天
草
版
伊
曽
保
物
語
』『
天
草
版
平
家
物
語
』
も
同
様
の
例

が
あ
り
、
促
音
便
で
あ
っ
た
。『
陣
屋
』
の
〈
地
〉
に
例
が
み
ら
れ
る
。『
音
曲

玉
淵
集
』
編
纂
の
こ
ろ
も
「
つ
っ
し
ん
で
」「
あ
ま
っ
さ
え
」
で
あ
り
、
現
行

義
太
夫
節
で
も
古
い
語
形
が
現
れ
る
。

３
、「
山
賤
（
ヤ
マ
カ
ツ
）・
初
月
（
ハ
ツ
ツ
キ
）・
千
満
殿
（
セ
ン
ミ
ツ
ト
ノ
）・

木
津
川
（
コ
ツ
カ
ハ
）・
お
そ
れ
つ
へ
う
そ
（
ノ
ム
）」『
音
曲
玉
淵
集
』
は
「
此

分
は
訓
に
て
も
吞
て
謡
ふ
」
と
あ
る
。「
山
賤
・
初
月
・
千
満
殿
・
木
津
川
・

恐
れ
つ
べ
う
そ
」
を
訓
読
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
つ
」
を
吞
ん
で
発
音
す
る
例

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

「
山
賤
」
は
語
末
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
「
ツ
」
の
後
続
音
が
そ
れ
ぞ
れ

「
ヅ
・
ド
・
ガ
・
ベ
」
と
い
う
破
裂
の
有
声
音
で
あ
る
。
母
音
を
脱
落
さ
せ
て

は
い
る
が
、
促
音
便
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
語
中
の
有
声
破
裂
音
は
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鼻
音
的
要
素
が
あ
っ
た
た
め
、「
ツ
」
が
母
音
を
落
と
し
て
、
鼻
音
的
に
な
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
行
の
謡
で
の
「
山
賤
」
を
「
ヤ
マ
ガ
ッ
」
と
「
吞

む
」
発
音
は
伝
承
音
と
い
え
そ
う
で
あ
る⑼
。
今
回
は
義
太
夫
節
の
用
例
は
な

か
っ
た
。

４
、「
嶋
つ
鳥
・
亀
江
谷
（
ヤ
ツ
）」「
此
つ
ヲ
吞
て
謡
流
モ
有　

直
ニ
諷
ふ
も
有
」

『
音
曲
玉
淵
集
』
こ
の
例
は
、
文
字
ど
お
り
発
音
す
る
場
合
と
、「
吞
む
」
場
合

が
あ
る
と
い
う
。「
嶋
つ
鳥
」
は
流
儀
に
よ
り
、
破
裂
の
有
声
音
の
「
ド
」
が

後
続
し
「
呑
む
」
場
合
と
、
文
字
ど
お
り
に
発
音
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ

と
な
の
だ
ろ
う
。「
亀
江
谷
」
は
「
山
賤
」
同
様
の
語
末
で
あ
る
。

【
母
音
脱
落
例
】

「
出
立
の
（
シ
ュ
ッ
タ
ッ
ノ
）」〈
熊
谷
〉『
陣
屋
』
81
・「
一
つ
の
（
ヒ
ト
ッ

ノ
）」〈
瀬
尾
〉『
実
盛
』
93
・「
二
つ
の
（
フ
タ
ッ
ノ
）」〈
弁
慶
〉『
御
所
三
』

69
・「
二
つ
の
（
フ
タ
ッ
ノ
）」〈
地
〉『
御
所
三
』
69

【
非
母
音
脱
落
例
】

「
出
立
の
（
シ
ュ
ッ
タ
ツ
ノ
）」〈
若
狭
之
助
〉『
本
下
』
50
・「
一
つ
も
（
ヒ

ト
ツ
モ
）」〈
太
郎
〉『
御
所
三
』
66
・「
二
つ
あ
れ
ど
（
フ
タ
ツ
ア
レ
ド
）」〈
太

郎
〉『
御
所
三
』
66

「
出
立
」「
一
つ
」「
二
つ
」
が
両
形
の
あ
る
例
で
あ
る
。「
二
つ
」
は
同
じ
作

品
内
で
母
音
の
有
無
で
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
例
か
ら
は
、
瀬
尾
や
弁

慶
の
よ
う
な
僧
兵
や
侍
に
は
格
式
ば
っ
た
脱
落
例
を
使
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

四
　
お
わ
り
に

豊
竹
山
城
少
掾
の
語
り
で
は
、
撥
音
系
連
声
は
、
字
音
語
、
和
語
に
か
か
ら

ず
、
撥
音
が
助
詞
「
は
・
を
」
に
続
く
場
合
に
は
ほ
ぼ
例
外
な
く
連
声
が
起
こ

る
。
連
声
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
語
り
方
で
あ
る
。
撥
音
か
ら
母
音
に
連
続
す
る

と
き
の
掛
か
り
方
の
習
慣
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
撥
音
系
連
声
の
音
環
境
の
う
ち
、
エ
と
ヤ
行
に
続
く
場
合
に
は
連

声
が
起
こ
ら
な
い
場
合
も
み
ら
れ
る
。
連
声
に
よ
り
、
拗
音
「
ニ
ャ
」「
ニ
ュ
」

「
ニ
ェ
」
と
な
る
の
を
嫌
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
現
在
、
聞
か
れ
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
い
ず
れ
衰
微
し
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。

促
音
系
連
声
は
、
撥
音
系
連
声
に
比
べ
る
ま
で
も
な
く
出
現
率
が
低
い
。
ｔ

入
声
で
あ
っ
た
も
の
も
母
音
添
加
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
和
語
の
母
音
を
脱

落
さ
せ
、
促
音
化
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
い
。
つ
ま
り
、
促
音
系
連
声

や
、
入
声
音
、
語
末
が
「
チ
・
ツ
」
で
終
わ
る
和
語
の
母
音
脱
落
は
特
別
な
効

果
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
一
で
挙
げ
た
『
日
葡

辞
書
』
や
『
か
た
こ
と
』
に
み
ら
れ
た
連
声
を
非
連
声
よ
り
も
優
れ
た
も
の
と

す
る
意
識
と
は
異
な
る
。

ま
た
、
謡
で
は
女
性
か
、
武
士
か
、
僧
か
な
ど
位
相
に
よ
る
使
い
分
け
は
な

く
、
促
音
系
連
声
や
入
声
を
後
接
音
に
よ
っ
て
「
ツ
メ
ル
」「
吞
む
」
と
で
伝

承
し
て
い
る
の
は
、
記
譜
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
。
義
太
夫
節
で
も
正

本
に
記
譜
さ
れ
て
い
れ
ば
、
も
う
少
し
多
く
現
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
促

音
系
連
声
に
つ
い
て
は
、「
コ
ン
ニ
ッ
タ
」「
イ
ノ
ッ
ト
」
な
ど
極
小
数
の
限
ら

れ
た
語
句
単
位
で
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

義
太
夫
節
で
は
促
音
系
連
声
は
、
ま
ず
女
性
は
使
用
し
な
い
。
多
く
が
侍
の

使
用
で
あ
る
が
、
切
迫
し
た
場
面
、
堅
苦
し
い
場
面
で
あ
る
な
ど
、
あ
る
い
は

特
別
な
役
柄
な
ど
に
限
定
し
て
現
れ
る
も
の
と
で
き
そ
う
で
あ
る
。

以
上
を
み
る
と
、
文
楽
に
お
け
る
連
声
の
使
用
は
、
現
在
の
狂
言
の
取
り
入

れ
方
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
狂
言
も
撥
音
系
連
声
は
規
則
的
で
あ

る
が
、
促
音
系
連
声
は
単
語
に
よ
る
摂
取
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。



― ―53

今
後
、
現
存
音
声
資
料
を
広
く
調
査
し
、
音
声
伝
承
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

た
い
。

注
⑴　

坂
本
清
恵
（
二
〇
〇
八
）「
近
世
語
と
文
楽
」『
國
文
學 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』

五
三
（
一
五
）

⑵　

遠
藤
邦
基
（
二
〇
〇
八
）『
読
み
癖
注
記
の
国
語
史
研
究
』
清
文
堂　

参
照
。

⑶　
『
四
世
竹
本
津
大
夫
芸
談
』（
一
九
八
六
年
、
白
水
社
）
二
〇
頁
、
一
〇
五
頁
、
一

四
九
頁
。

⑷　
『
謡
曲
集　

下
』（
一
九
六
三
年
、
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

⑸　

二
〇
一
二
年
十
一
月
こ
の
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
で
は
、「
エ
ン
ヤ
」
と
「
エ
ン

ニ
ャ
」
の
例
が
聴
か
れ
た
。

⑹　
「
呑
む
」
は
「
含
む
」
と
も
言
わ
れ
る
。

⑺　

人
形
浄
瑠
璃
文
楽
名
演
集
『
義
経
千
本
桜
』（
二
〇
一
〇
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
）
昭
和
五
十
九
年
四
月　

竹
本
織
大
夫
・
鶴
澤
燕
三
（
五
代
）
演
奏
な
ど
。

多
く
が
「
狐
詞
」
の
た
め
に
現
れ
る
か
。

⑻　
『
文
楽
浄
瑠
璃
集
』（
一
九
六
五
年
、
岩
波
書
店
）
二
〇
〇
頁
に
も
「
梶
原
が
「
い

の
ッ
タ
」
と
連
声
で
言
う
の
は
武
士
だ
か
ら
で
、
町
人
の
権
太
は
「
い
の
ち
は
」
と

語
っ
て
こ
れ
と
区
別
す
る
。」
と
あ
る
。

⑼　

「
忠
度
」
明
和
改
正
本

　
「
や
ま
が
つ
〈
含
〉
に
て
」
と
「
含
」
を
注
記
し
た
例
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
謡
の
伝

承
に
つ
い
て
は
別
に
検
討
を
す
る
。
注
４
に
よ
れ
ば
、「
山
賤
」
は
訓
で
あ
る
た
め
、

観
世
流
で
は
音
訓
に
従
い
、
呑
む
こ
と
を
止
め
た
よ
う
で
あ
る
。

受
　
贈
　
雑
　
誌
（
二
）

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌	

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会

学
習
院
大
学
大
学
院
日
本
語
日
本
文	

学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究

学	

科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻

学
大
国
文	

大
阪
教
育
大
学
国
語
教
育
講
座
・
日

	

本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
講
座

香
椎
潟	

福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会

金
沢
大
学
国
語
国
文	

金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学	

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学
会

京
都
教
育
大
学
国
文
学
誌	

京
都
教
育
大
学
国
文
学
会

京
都
語
文	

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会

京
都
大
学
國
文
學
論
叢	

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語

	

学
国
文
学
研
究
室

金
城
日
本
語
日
本
文
化	

金
城
学
院
大
学
日
本
語
日
本
文
化
学

	

会

近
代	

神
戸
大
学
「
近
代
」
発
行
会

近
代
文
学
研
究	

日
本
文
学
協
会
近
代
部
会

近
代
文
学
試
論	

広
島
大
学
近
代
文
学
研
究
会

ク
ロ
ノ
ス	

京
都
橘
大
学
女
性
歴
史
文
化
研
究
所

芸
文
研
究	

慶
應
義
塾
大
学
芸
文
学
会

言
語
表
現
研
究	

兵
庫
教
育
大
学
言
語
表
現
学
会

言
語
文
化
研
究	

聖
徳
大
学
大
学
院
言
語
文
学
会


